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１．はじめに

　わが国において、導入に向けて検討されている

監査報告書の拡張の議論の中で、重要な監査事項

（Key Audit Matters: KAM）として新たに提供

される監査情報の有力な候補として、⑴ ゴーイ

ング・コンサーン情報、⑵ 継続監査期間、⑶ 監

査役等とのコミュニケーションなどが存在する。

本稿では、このうちゴーイング・コンサーン情報

（以下、GC情報）に注目し、監査報告書によって

新たに提供される可能性が高いGC情報が、証券

市場においてこれまでどのように捉えられている

のかについて、既に蓄積されている研究を対象に

ナラティブレビュー（伝統的レビュー）を実施す

る（注１）。

　GC情報に対する証券市場の反応については、

１．はじめに
２．海外の先行研究のレビュー

３．国内の先行研究のレビュー
４．終わりに
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　監査報告書の拡張によって新たに開示されることが有力視されている監査情報の一つに、ゴーイング・コンサ
ーン情報がある。わが国においては、ゴーイング・コンサーン情報は不確実性の程度に応じて２段階の開示制度
が採用されているが、現行制度を対象とした実証研究はほとんど存在しない。本稿では、ゴーイング・コンサー
ン情報が証券市場にどのように捉えられているのかについて、単一変量分析を行った国内外の先行研究のレビュ
ーを実施したのち、将来において期待される研究について展望する。
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